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１．事業箇所図１．事業箇所図

国道１２６号 山武東総道路ニ期
Ｌ＝５．０ｋｍ

供用区間 整備区間 調査区間

地域高規格道路 銚子連絡道路

計画路線 約30km

L=6km L=5km L=12km

銚子市
旭市

匝瑳市

横芝光町

山武市
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２－１．事業の概要２－１．事業の概要

高規格幹線道路

80～100km/h

地域高規格道路

概ね60km/h以上

広域的な幹線道路

30～40km/h

図－千葉県における地域高規格道路の例

地域高規格幹線道路とは

館
山
自
動
車
道

東関東自動車道

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）

銚子連絡道路

千葉東金道路東京湾アクアライン

茂原一宮大原
道路
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２－２．事業の概要 銚子連絡道路の早期整備の方針２－２．事業の概要 銚子連絡道路の早期整備の方針

国道１２６号 山武東総道路ニ期
Ｌ＝５．０ｋｍ

供用区間 整備区間 調査区間

地域高規格道路 銚子連絡道路

計画路線 約30km

L=6km L=5km L=12km

銚子市

旭市

匝瑳市

横芝光町

県は早期に銚子連絡道路の整備効果を発現させるため、地域高規格道路にこだわらず
「多様な手法」を用い事業の推進に努めている。

飯岡バイパスは
現道活用検討

八木拡幅事業
実施中

旭市道 供用済

L=5.7kmL=約6km

L=約1km
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ちばけん さんぶぐん よこしばひかりまち しばさき

区 間 起点：千葉県山武郡横芝光町芝崎地先
ちばけん そうさし よこすか

終点：千葉県匝瑳市横須賀地先
延長・幅員 Ｌ＝約5ｋｍ Ｗ＝9.5ｍ
道路規格 第3種第2級
設計速度 60km/h
車 線 数 2車線
事 業 化 平成1６年度（着工準備）

平成１９年度（事業着手）
事 業 費 約44.1億円

都市計画幅員 9.5m

計画の概要

計画横断図

現況写真

起点部：横芝光インターチェンジ部

終点部：（主）八日市場野栄線接続部

２－３．事業の概要 国道１２６号山武東総道路ニ期２－３．事業の概要 国道１２６号山武東総道路ニ期 Ｐ４



■事業の経緯

（一
）横
芝
停
車
場
白
浜
線

（主
）八
日
市
場
八
街
線

市立豊栄小学校

豊栄児童学園

稲荷大明神
千手院

三杜神社

（国）296号

飯倉駅

あかしあ幼稚園

子安神社

芦芽神社

（国）126号

市立中央小学校米倉分校

海老川沼地区周辺開発

海老川沼

町立南条小学校

光町中央
幼稚園

町立光中学校

横芝光町役場

町立図書館

光文化の森公園
乾草沼自然公園

乾草沼

（主
）八
日
市
場
栄
線

大利根用水路

（国
）126号

大
布
川

稲荷神社

須賀保育園

（
主
）八
日
市
場
野
栄
線
バ
イ
パ
ス

匝瑳市

横芝光町

横芝駅

ＪＲ
総武
本線

米倉

高野

西高野

時曽根
桑郷

橋場

獄山大神

八日市場鳥獣保護区

国保八日市場市
市民総合病院

長徳寺

国道１２６号山武東総道路ニ期 約5.0km

平成１６年度 着工準備
平成１７年度 設計ＶＥの実施
平成１９年度 都市計画決定

事業着手

２－４．事業の概要 国道１２６号山武東総道路ニ期 これまでの経緯２－４．事業の概要 国道１２６号山武東総道路ニ期 これまでの経緯

一期区間 供用済

九十九里
ホーム病院
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３－１．事業の必要性に関する視点３－１．事業の必要性に関する視点 ①所要時間の短縮（観光）

図- 千葉市～銚子市間の所要時間の変化

● 銚子連絡道路周辺地域の観光の現状 ● 銚子連絡道路の整備による効果

図- 銚子連絡道周辺の観光施設位置図

山武地域
年間観光客数 約500万人

海匝地域
年間観光客数 約550万人

Ｈ20年千葉県海水浴入込客数

山武地域の海水浴客数は
県内最多

千葉駅～ウオッセ21

83

106

0 20 40 60 80 100 120

整備後

整備前

（分）

全線整備時 23分短縮
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３－２．事業の必要性に関する視点３－２．事業の必要性に関する視点 ②所要時間の短縮（物流）

図- 首都圏市場～銚子港の所要時間の変化

● 銚子連絡道路の整備による効果

図－Ｈ20年 千葉県海面漁業漁獲量の地域別割合

外房
16%

内房
9%

東京湾
5%

銚子・九十九里

７０％

出典：銚子市観光商工課ＨＰ

● 銚子港の漁獲量シェアは千葉県全体の７割

銚子港

築地市場～銚子港

127

183

0 50 100 150 200

整備後

整備前

（分）

56分短縮

銚子港から築地市場まで
鮮度の高い魚が安定的に
供給可能となる

全線整備時

Ｐ７
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整備なし
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３－３．事業の必要性に関する視点３－３．事業の必要性に関する視点 ③混雑緩和

図- 国道１２６号の混雑状況

国道126号

山武東総道路一期

国道126号

山武東総道路二期

出典：Ｈ17、22道路交通センサス
Ｈ42将来交通量推計結果

● 国道１２６号の現在の混雑状況

混雑箇所
下出羽交差点混雑箇所

猿尾交差点

出典：Ｈ17、22道路交通センサス
Ｈ42将来交通量推計結果

猿尾交差点付近の混雑度変化

下出羽交差点付近の混雑度変化

一期区間の供用により国道126号
の混雑が大幅に緩和

混雑度 交通状況の推定

1.0未満 混雑することなく、円滑に走行できる

1.0～1.25 混雑する可能性がある時間帯が1～2時間

1.25～1.75 ピーク時のみの混雑から慢性的混雑への過渡状態

1.75以上 慢性的な混雑状態を呈する

● 銚子連絡道路の整備による効果

出典：Ｈ21年度 千葉県調査結果

凡例（混雑度）

：1.75以上

：1.25以上

：1.00以上

着色なし ：1.00以下

休日下り 【銚子 ⇒ 千葉方面】の旅行速度

山武東総道路二期区間の整備に
より、国道１２６号の混雑が解消

山武東総道路二期区間の整備に
より、国道１２６号の混雑が緩和

銚子連絡道路全線の整備により、
国道１２６号の混雑が解消

Ｐ８
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３－４．事業の必要性に関する視点３－４．事業の必要性に関する視点 ④環境改善

※ ブナの木１本分のＣＯ2吸収量は約１１kg-ＣＯ2/年
※ 大型車一台の1km当たり（40km/h）のNOｘ排出量は4.40ｇ
※ 500mlペットボトル１本は、SPM約100g

【CO２削減効果】 【NOX削減効果】 【SPM削減効果】

ブナの木の約１２万本に相当

40km/hで走行する大型車：
約１３３万台の排出量に相当 500ｍｌペットボトル：

約５，０００本の体積に相当

● 山武東総道路二期区間の整備により、国道１２６号の自動車交通による環境負荷が軽減

NOx(ton/年)

18.3
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H42整備なし H42整備あり

SPM(ton/年)

1.7

1.2

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

H42整備なし H42整備あり

約２５％（1286.6ｔ-co2/年）
の削減

約３２％（5.8ｔ/年）
の削減

約３２％（0.6ｔ/年）
の削減

出典：「客観的評価指標の定量的評価指標の算出方法について」（H15年11月25日 国土交通省関東地方整備局）
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３－５．事業の必要性に関する視点３－５．事業の必要性に関する視点 ⑤救急搬送30分圏域の拡大

図- 千葉県の救命救急センター（第三次医療施設）
及び救急基幹センターの位置図

図- Ｈ22年における匝瑳市・横芝光町から救急搬送先への所要時間
出典：Ｈ21年度 匝瑳市横芝光町消防本部統計資料

● 横芝光町の救急搬送の状況

横芝光町

■30分到達圏域の変化
未整備：165,849人

全 線
整備時：219,658人千葉県立東金病院

（救急基幹センター）

図- 救急搬送の30分到達圏域の変化

30～60分
73%

60～120分
12%

20～30分
12%

10～20分
2%

120分以上
1%

10～20分

20～30分

30～60分

60～120分

120分以上

現状では搬送に30分以上
要することが約9割

● 銚子連絡道路の整備による効果

救急搬送30分圏域の人口が
約５万３千人増加

横芝光町は救急搬送
の空白地域

横芝光町が
30分圏域内に
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３－６．事業の必要性に関する視点３－６．事業の必要性に関する視点 ⑥地域の防災機能の強化

出典：国土交通省東北地方整備局 磐城国道事務所 記者発表記事

図- 山武東総連絡道二期区間の標準横断図

図- 千葉県の緊急輸送道路図

● 国道１２６号は緊急輸送道路１次路線に指定 ● 当該区間は津波に強い盛土構造で設計

■大規模な地震が起きた場合における、避難・救助をはじめ、
物資の供給、諸施設 の復旧等広範な応急対策活動を広域的に
実施するため非常事態に対応した交通の確保を図ることを目的
として、重要な路線を緊急輸送道路として定めている。

■県庁と主要都市等を相互に結ぶ高速道路等を緊急輸送道路
1次路線と指定している。

緊急輸送道路とは？

国道126号
山武東総道路二期

Ｐ１１



４．事業の進捗状況 国道１２６号山武東総道路ニ期４．事業の進捗状況 国道１２６号山武東総道路ニ期

■対象区間事業費 ４４．１億円
■残事業費 ３８．０億円
■事業進捗率 １４％
■用地取得率 ２０％

Ｈ２３年度末（見込み） ※進捗率は事業費ベース

Ｐ１２



５－１．社会経済情勢等５－１．社会経済情勢等
・銚子連絡道に接続する首都圏連絡中央自動車道は、Ｈ24年度に木更津東ＩＣ～東金ＪＣＴ間、及
び
大栄ＪＣＴ～稲敷ＩＣがそれぞれ開通予定。
その他の区間についても鋭意、整備が進められている。

①圏央道の整備状況

図-16 首都圏中央連絡道路の供用状況

大栄ＪＣＴ～稲敷ＩＣ

木更津東ＩＣ～東金ＪＣＴ

Ｈ２４供用目標

Ｈ２４供用目標

Ｐ１３
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５－２．社会経済情勢等５－２．社会経済情勢等

・山武東総道路一期区間の供用後、横芝光町内の国道１２６号は交通混雑が緩和（1.71→1.25)
された。 しかし、匝瑳市～旭市間は、交通混雑が慢性化(混雑度1.55以上）している

②周辺の交通状況

千
葉
東
金
道
路

銚子連絡道
山武東総道路二期

図-17 国道１２６号の交通量・混雑度の変化

銚子連絡道
山武東総道路一期

混雑度 交通状況の推定

1.0未満 混雑することなく、円滑に走行できる

1.0～1.25 混雑する可能性がある時間帯が1～2時間

1.25～1.75 ピーク時のみの混雑から慢性的混雑への過渡状態

1.75以上 慢性的な混雑状態を呈する

表-2 混雑度の解釈

出典：「道路と交通容量」
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６－１．事業の投資効果（費用対効果） ①便益算定フロー図６－１．事業の投資効果（費用対効果） ①便益算定フロー図

●費用及び便益算出の前提
基準年次 ：平成２３年
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率 ：４％

●費用及び便益算出の前提
基準年次 ：平成２３年
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率 ：４％

●便益の算出●便益の算出

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

●費用の算出●費用の算出

道路整備に
要する事業費

道路維持管理に
要する費用

●費用便益分析の実施（Ｂ/Ｃ）●費用便益分析の実施（Ｂ/Ｃ）

社
会
的
割
引
率

社
会
的
割
引
率

便益の現在価値（Ｂ）便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）費用の現在価値（Ｃ）

現在価値の算出
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● 主な便益算定のルート

山武東総道路二期

（主
）佐
原
八
日
市
場
線

（主）多古笹本線

（主）八日市場八街線

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

● 便益算定の範囲

６－２．事業の投資効果（費用対効果） ②便益算定範囲６－２．事業の投資効果（費用対効果） ②便益算定範囲 Ｐ１６



■■事業全体事業全体

注1）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注2）費用及び便益額は整数止めとする。
注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

基準年：平成23年度

便益便益((ＢＢ))

走行時間短
縮便益

走行経費減
少便益

交通事故減
少便益

総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
45億円 12億円 13億円 70億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

1.8
37億円 3億円 39億円

■■残事業残事業

便益便益((ＢＢ))

走行時間短
縮便益

走行経費減
少便益

交通事故減
少便益

総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
45億円 12億円 13億円 70億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

2.1
31億円 3億円 34億円

６－３．事業の投資効果（費用対効果） ③費用便益比６－３．事業の投資効果（費用対効果） ③費用便益比

国道１２６号山武東総道路ニ期の費用対効果国道１２６号山武東総道路ニ期の費用対効果

Ｐ１７



道路規格を「自動車専用道路」から「一般道路」に見直したことにより、
道路幅員がＷ＝１５ｍ⇒ ９．５ｍに縮小

道路種別 ：第１種３級
設計速度 ：Ｖ＝８０ｋｍ／ｈ

道路種別 ：第３種２級
設計速度 ：Ｖ＝６０ｋｍ／ｈ

現 在事業採択時

７－１．コスト縮減等 道路規格の見直し７－１．コスト縮減等 道路規格の見直し Ｐ１８



８．対応方針（案）８．対応方針（案）

事業を継続し、早期整備に努める。

○ 山武・東総地域の道路ネットワークを形成する重要な道路

○ 「交通環境の改善」や「物流の効率化」など当該地域の活性
化や県民生活の利便性向上に資する。

○ 甚大な津波被害を受けた当該地域の復興支援に寄与すると
ともに「緊急輸送道路の強化」につながる。

《継続理由》

《対応方針（案）》

Ｐ１９


